
凍結初乳の活用

生産本部指導部技術課　 獣医師　 梶山　 清久　

　 冬は子牛の下痢、 肺炎が多く 発生する 季節です。 予防の１ つと し て初乳の適切な給与があり ま

す。 良質な初乳をよ り 早く 、 よ り 多く 飲ま せる こ と が大切です。 近年は簡便さ と 牛伝染性リ ンパ

腫（ 牛白血病） など の病気の伝播防止の観点から 代用初乳を 飲ま せている 農家も 増えていま す。

し かし ながら 、 代用初乳は３ 袋で１ 万円程する ため、 昨今の子牛価格の低下を考える と ３ 袋も 飲

ま せる こ と を 躊躇し てし ま いま す。 そこ で活用し てほし いのが凍結初乳です。 今回は凍結初乳を

使用する と き の注意点について書き たいと 思いま す。

１ 融解温度

　 高温では蛋白を変性さ せてし ま う ため、 60℃を上限と する 温湯で融かす必要があり ま す。 ま た電子レ

ンジも 使用不可と なっていま すので注意し てく ださ い。

２ Brix値

　 近年初乳の良し 悪し を評価する のに比重計よ り も 糖度計を使われる こ と が増えてき ていま す。 糖度計

で測っ た値がBrix値であり 、 22.0% 以上の初乳が望ま し いと さ れていま す。 下表にBrix値と 初乳量の目

安を 載せておき ま す。 こ れによ る と Brix値が16% の初乳の場合10L以上飲ま せる 必要があり ま すが、 実

際は不可能な量です。 そのため16-22% の場合初乳製剤を併用し 、 16% 以下のも のは出生後の初回給与に

は使用せず、 生後２ 日目以降に給与する こ と が推奨さ れていま す。

－ 1 －



血清Ig G濃度≧2 5 m g /m Lに到達さ せるために必要な初乳の目安

初乳IgG濃度
（ g/ℓ ）

Brix（ ％）
目標IgG接種に必要な量（ ℓ ）

１ 回投与
（ IgG300g）

複数投与
（ IgG400g）

100 34 3 4

80 29 3 .8 5

60 24 5 6 .7

50 22 6 8

30 16 10 13 .3

10 11 30 40
参考： 代表的な糖度計

３ 保存期間

　 凍結し た場合最長１ 年間品質が保たれる と 言われていま すが、 半年程度を目安に使用する こ と をお勧

めし ま す。 保存にはペッ ト ボト ルやフリ ーザーパッ ク を使用し ま すが、 フ リ ーザーパッ ク は表面積が大

き いため解凍時間が短く なり ま す。 ま た凍結する 前に日付、 牛番号、 Brix値等を記入し ておく と 便利で

す。

　 自家産の初乳は品質にムラ がある と いう 欠点はあり ま すが、 その牛群特有の抗体価が上がる と 言われ

ていま す。 見た目だけではそれが良質な初乳かど う か分から ないため、 こ のよ う な機械を活用する こ と

でど のぐ ら い飲ま せたら 良いのかが分かり ま す。 抗体価を上げる こ と が病気の予防の第一歩だと 思いま

すので、 ぜひ試し てみてく ださ い。
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　 令和６ 年も ３ 月を 迎え ま し た。 間も なく 春分と な り ま

すが、 暖冬の影響でし ょ う か、 早く も 桃の蕾も ほこ ろ ぶ

よ う です。 時が過ぎ る のは早いも ので令和５ 年度も 残り

わずかと なり ま し た。

　 ま も な く 新年度を 迎え ま すが、 早速、 物流の2024年問

題の規制が本格適用と な り ま す。 政府は６ 年度にト ラ ッ

ク 運転手の賃金を10% 前後引き 上げる こ と を めざす方針を

決定し ており 、 運賃交渉は今後本格化する でし ょ う 。 酪

農・ 乳業にと っ て は物流の確保は最重要課題ですので、

協調と コ ス ト 削減を 追求し ていただき たいと 思いま す。

　 ま た、 農政の憲法と さ れる 食料・ 農業・ 農村基本法が

制定から 四半期を 経て改正さ れま す。 政府はすでに改定

案を 閣議決定し て おり 、 今後は国会審議を 迎え ま す。 基

本理念に食料安全保障の確保を 位置付けており 、 食料安

保の定義を 「 良質な食料が合理的な 価格で安定的に供給

さ れ、 かつ国民一人一人がこ れを 入手でき る 状態」 と 定

めて いま す。 酪農業はグ ロ ーバル化の進展と と も に大き

な影響を 受けてき ま し た が、 国内酪農の重要性が昨今の

酪農危機や牛乳価格の値上げを 経て、 国民の理解も 徐々

に拡大し て き ている よ う に感じ ま す。 我々も こ の法改正

に対し 農業者のみなら ず国民の問題と し て興味を 持ち酪

農業が楽し く て やり がいがあ り 国民に安定的に供給でき

る よ う 国会での議論を期待し ま す。

　 と こ ろ で、 本会は昭和29年（ 1954年） ４ 月の創設です

ので、 本年で70周年を 迎え ま す。 ま た「 ら く のう 牛乳」

が昭和49年の発売以来、 50周年と な る 節目の年でも あ り

ま す。

　 そんな記念すべき 令和６ 年ですが、 元旦には能登半島

地震が発生し 、 強烈な揺れと と も に津波や火災によ り 被

害は甚大な も のと なっ て いま す。 映し 出さ れた光景には

思わず熊本地震がフ ィ ード バッ ク し た方も 多かっ たので

はな いでし ょ う か。 心から お見舞いを 申し 上げる と と も

に早期の復旧を 願う ばかり です。 ま た 翌日には、 東京羽

田空港での日航旅客機と 海上保安庁の保有機によ る 滑走

路上での衝突事故があ り ま し た。 一部海保機側の指示の

取違いがあ っ た こ と や管制側に誤侵入を 検知でき なかっ

たこ と 等、 事故に至っ た 複数の要因が判明し はじ めてい

る よ う で す。 な ぜそ の よ う な こ と が 起こ っ た の か、 さ

ら に日航機の乗員乗客は全員が脱出する 奇跡に至っ たの

か。 そこ にはリ ス ク 管理が大き く 関係し ていたよ う です。

　 折し も 、 先日にA NA社員と し て長年勤務さ れた講師に

よ る 「 ヒ ュ ーマン エラ ー対策」 について受講する 機会を

得ま し たので、 ご紹介いたし ま す。

　 ま ず航空界における 全損事故の約80％はヒ ュ ーマン エ

ラ ーに 起因し て いる そ う

で す。 人間は脳の 情報処

理 の メ カ ニ ズ ム か ら 、

意識し て 行動する ま で に

様々な エ ラ ーを 起こ し て

いる と のこ と です。「 思い

込み」 や「 聞き 間違い 」

「 操作違い」 など が起こ る

の はそ の エ ラ ーに起因し

て い る よ う で す。 そ し て

対 策 の た め に は、「 ハ イ

ン リ ッ ヒ の法則」 を 概念に置く 必要があ り 、 こ の法則は

１ ： 29： 300の法則と いわれ「 同じ 人間が起こ し た330件の

事故災害のう ち、 １ 件は重い災害があ っ た と する と 、 29

回の軽傷があり 、 傷害のない事故（ ヒ ヤリ ハッ ト ） を 300

回起こ し ている 。」 と いう も ので、 事故と ヒ ヤリ ハッ ト は

結果が違う だけで、 事故防止の上で重要と なる のは、 ヒ

ヤリ ハッ ト の情報を 活かす仕組みづく り であ る と 説かれ

ていま す。

　 ま た、 ヒ ュ ーマン エラ ー防止対策は様々あ り ま すが、

「 指差呼称」 がエラ ー発生を 六分の一に減少さ せ、「 ダブ

ルチェ ッ ク 」 は百万分の一に減少さ れる こ と ができ る と

のこ と です。 なおA NA では慣れによ る 事故予防対策と し

て 全て「 チェ ッ ク リ ス ト 」 によ る 確認を 必須と さ れてい

る そう です。 そし て「 日頃から の訓練と 仕組みの確認を

繰り 返し 行う こ と 」 が重要と 強調さ れていま す。 航空会

社は違いま すが、 今回の羽田空港事故にも こ のこ と が活

かせたから ではないかと 分析を さ れていま し た。

　「 ヒ ュ ーマン エラ ーはゼロ にする こ と はでき ないが、 そ

の影響を コ ン ト ロ ールする こ と は可能であ る 。 そし て事

故が起き たと き は誰の責任かではなく ど う し て起き た の

か、 ど のよ う にすれば防止でき たかが重要であ る 」 と 結

ばれていま す。

　 こ こ ま で 記述し ま すと 、 酪農作業も 私た ち の 業務も

全く 同一の こ と と 理解で き る の で はな いで し ょ う か。

ヒ ュ ーマン エラ ーを 如何に防止でき る かが大き な結果に

結び着く も のであ り 、 ヒ ヤリ ハッ ト を 分析し 、 事故防止

策を 具現化し 、 さ ら に防止訓練を 繰り 返し 実施し ていく

こ と 。 それが何よ り も 事故防止と なり ま す。 ヒ ヤリ ハッ

ト に今ま で以上に注意し ていき たいと 思いま す。

　 最後と なり ま すが、 節目と なる 令和６ 年が、 関係各位

にと っ て 充実し た年度と なり 、 将来は明る く ・ 夢の持て

る 酪農が待っ ている と 信じ 一歩一歩前進し て参り ま し ょ

う 。

COLUMN ― コ ラ ム ―

　「 ヒ ュ ーマンエラ ーは
　 　 　 　 　 　 ヒ ヤリ ハッ ト で予防を！」

ら く のう マザーズ常勤監事

廣田　 浩治

ハイ ンリ ッ ヒ の法則

1 重い災害

2 9 軽傷災害

3 0 0 ヒ ヤリ ハッ ト

数千 不安全行動
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大川専務 木村課長補佐

山田協議会会長

総会風景

　 去る 、 令和６ 年２ 月22日、 熊本県酪農専門農協

協議会の第25回通常総会が、 県団体支援課木村課

長補佐、 全酪連福岡福岡支所髙橋次長、 ら く のう

マザーズ大川専務他多数のご 来賓列席のも と 、

KKR熊本にて開催さ れま し た。

　 冒頭、 池田副会長の開会後、 山田協議会会長

（ 西阿蘇酪農協組合長） の挨拶が述べら れま し た。

　 山田会長は「 コ ロ ナ禍を越え

ての年度と なり 、 活発な事業展

開を行った。 と り わけ組織整備

に関し ての全体講習会や全体研

修会を実施でき たこ と は、 会員

みなさ んのご協力のたま も のと

感謝申し 上げたい。 ま だま だ酪

農情勢厳し き なかでも 、 幸いに

も 会員皆様の多大なご協力をいただいており 、 組

織整備協議での進展も みており 、 今後も 積極的な

活動を推進し たい」 と の挨拶でし た。 山田会長挨

拶に続いて、 ら く のう マザーズ大川専務、 県団体

支援課木村課長補佐の来賓祝辞後、 山田会長を議

長に議事に入り ま し た。

　 議事では「 令和５ 年度事業報告及び収支決算承

認の件、 令和６ 年度事業方針及び収支計画承認の

件、 令和６ 年度会費の賦課並びに徴収方法の件」

以上の議案について　 安武監事（ 火の国酪農協組

合長） の監査報告も ま じ えての慎重審議の結果、

全議案原案ど おり 可決承認さ れま し た。

　 令和５ 年度は新型コ ロ ナ感染症の５ 類移行に伴

い、 事業内容の活動活発化を図り ながら 、 組織整

備に関する 研究会から 協議会への移行・ 立上に注

力さ れた年度でし た。

　 こ のよ う な時機に際し 、 中央畜産会迫田常務を

講師に、「 熊本専門農協の組織統合について」 の

講演や講師をフ ァ シリ テイ タ ーと し た意見交換会

など の全体講習会を開催し てき たと こ ろです。

　 ま た、「 三重県の酪農事情」 に関する 全体研修

会の実施、 さ ら には専門農協によ る 組織整備の取

組促進に係る 幾度も の検討会の開催等、 活発な活

動が行われてき たと こ ろです。 　 　 　

　 令和６ 年度は依然と し た酪農情勢の厳し き 環境

下ではある も のの、 様々な事業展開を図り ながら

酪農経営の安定化や本県酪農業発展に資する 活動

なら びに関係機関と の連携協調に努めていく こ と

と さ れていま す。

　 そし て、 山本副会長（ 大阿蘇酪農協） 閉会挨拶

後には、 意見交換や情報交換を図る 懇親会が開催

さ れ、 組合長や参事等事務方等のみなさ ん方と の

和やかななかに交流の促進が図ら れていま し た。

　 今後も 酪農専門の協議会と し て、 一致協力の方

向性で進めていく こ と 、 ま た酪農専門農協活性化

のため、 尚一層の努力をも って取組むこ と が確認

さ れた総会と なり ま し た。

熊本県酪農専門農協協議会第25回通常総会開催さ る

「 酪農経営安定化に向け、 組織整備の進展へ」
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ミ ルク 市場が

リニューアルオープンし まし た。

　 照明を すべてLEDラ イ ト に変更し 、 主力商
品の乳製品、 ミ ート 商品を 陳列し ている 冷蔵
冷凍庫の配置を 変更、 床を オフ ホワ イ ト 系に
塗装する こ と で、 店内は明る く なり 、 お客様
が快適にお買い物を 楽し める 空間が出来上が
り ま し た。 阿蘇地域を はじ め熊本県内の特産
品を 中心に品揃え、 球磨焼酎や熊本のワ イ ン
など 取り 揃え、 チーズと ワ イ ンと の組み合わ
せはも と よ り 、 チーズと 球磨焼酎と いっ た新
たな組み合わせを 提案する など 積極的に行っ
ていき たいと 考えていま す。

　 ２ 月２ 日のプレ オープン 、 ３ 日の本オープ
ン には、 あいにく の天気でし たが、 多数のお
客様がミ ルク 市場にご 来店頂き 、 お買い物を
楽し んで頂き 、 リ ニュ ーアルオープン 記念の
チーズのプレ ゼント 等も 行い、 大変喜んで頂
き ま し た。
　 こ れから も チーズを はじ め乳製品等の試食
会を 定期的に開催する ほか、 新商品の開発な
ど お客様に喜んでいただける 売り 場づく り に
取り 組んでいき たいと 思いま す。  
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　 去る 令和６ 年２ 月14日（ 水） に菊陽町の菊陽ボ

ウ ルで、 会員相互の融和と 親睦を深め、 組織の更

なる 団結を図る こ と を目的と し て、 親善ス ポーツ

大会が開催さ れま し た。

　 今年度は初の試みと し て同志会、 青壮年部合同

で行い、 参加人数68名（ 夫婦、 個人の部含め）と 昨

年度を上回る 多く の参加者での開催と なり ま し た。

　 前回個人戦優勝の岩根正尚さ ん（ 旭志支部） の

素晴ら し い始球式から ゲームが始ま る と 、 各レ ー

ンでは笑いや歓声が絶えず、 各協議会の垣根を超

えた交流も あり 、 非常に盛り 上がった大会と なり

ま し た。 各部門の成績は下表のと おり です。 参加

者の皆様大変お疲れさ ま でし た。

熊本県乳牛改良同志会・ 熊本県酪農青壮年部協議会

合同スポーツ大会開催! ! !

団体

各　 賞 ペア名（ 支部名） 成　 績

優　 勝
本田　 真人・ 紗也香 ペア
　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 旭志支部）

5 8 0 点

準優勝
岩根　 正尚・ 美智 　 ペア
　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 旭志支部）

5 4 5 点

３ 　 位
佐藤　 翔悟・ 詩織 　 ペア
　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 熊本酪）

5 2 1 点

個人

各　 賞 氏　 名（ 支部名） 成　 績

優　 勝 谷　 　 孝節 さ ん（ 鹿本酪） 2 9 5 点

準優勝 野村　 康生 さ ん（ JA宇城） 2 9 1 点

３ 　 位 園田　 哲也 さ ん（ 森永） 2 8 7 点

− 16 −


